
食品リサイクル地域活動推進支援事業について 

１ 目的 

 家庭からでる燃やすごみの約４０％を占める「生ごみ」の減量と資源化を推進するため、

地域単位の生ごみ堆肥化活動が各地で展開されることを目指し、必要な支援を行う事業です。 

平成２４～２６年度は、江南区亀田の農産物直売所「大地」に生ごみ処理機を設置し、地

域住民が生ごみを持ち込み堆肥化するモデル事業を実施しました。

平成２７年度は、江南区での事業を継続するとともに、新たに南区・西蒲区にも生ごみを

堆肥化する拠点を設け、市内３カ所で生ごみの地域循環ループを構築します。

２ 概要 

（１）事業のイメージ図 

（２）各主体の役割 

○地域住民…各家庭で生ごみを分別し半乾燥させたものを、処理機を設置した拠点に持ち込

みます。

※生ごみの排出モラルを維持するために、持込む方には当事業の会員になっていただきます。

○堆肥化拠点…地域住民が持ち込んだ生ごみを処理機に投入し、堆肥化を行います。

○農家（地域住民）…生ごみから作られた堆肥を農作物の栽培に利用します。

３ 生ごみの受入れ基準 

○受入れできるもの

・自然乾燥させた生ごみ（主に野菜くず）。

・腐敗していないもの。

○受入れできないもの

・豚骨などの大きな骨、たけのこの皮等。

・割り箸など生ごみでないもの。

・肉、魚類（保管時の臭いの問題があるため）

生ごみを自然乾燥させる 自然乾燥した生ごみ 

南区・西蒲区に生ごみの回収拠点を増設します 

南区拠点：アグリパーク内  西蒲区拠点：スーパーマルイ向かい 森のエコステーション内 

資料１ 



４ 生ごみ処理機新規設置場所

○南 区…アグリパーク敷地内

○西蒲区…森のエコステーション

５ 本事業会員募集に係る説明会

南区

開催日時 平成２７年６月

午前１０時～１１

会 場 アグリパ―ク

（南区東傘巻新田

募集方法 ５月２４日発行

６月２１日発行

６ その他 

【亀田地区モデル事業の実績】

平成２４

生ごみ回収量 １,０５７

堆肥生成量 ４２０

会員数 

半乾燥させた生ごみ 

アグリパーク

設置場所

敷地内（南区東傘巻新田 3044）
のエコステーション巻店敷地内（西蒲区巻甲 1549-2）

説明会

南区 西蒲区

２７日（土曜） 

１１時 

平成２７年６月２７

午後２時～３時 

学習室 

南区東傘巻新田３０４４） 

巻地区公民館 研修室

（西蒲区巻甲６３５

日発行 サイチョプレス 

日発行 南区・西蒲区 区だより 

】

年度 平成２５年度 平成２６

０５７ｋｇ １,０７９ｋｇ ２,２１１

４２０ｋｇ ６６０ｋｇ ８４０

５５人 ６１人

生ごみより生成された堆肥 

アグリパーク

西蒲区

日（土曜） 

研修室

） 

２６年度 

２１１ｋｇ

８４０ｋｇ

７４人

森のエコステーション 

堆肥を使って育った野菜 


